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■ 教養教育院
設置目的 本学の学生に対し幅広い教養を身に付けさせるため、高等教育開発推進センターと連携して教養教育の実

施及び支援を行い、もって創造力豊かで高い問題解決能力を有する指導的人材の養成に資する。

■ 原子分子材料科学高等研究機構
設置目的 革新的材料科学に関する国際的な研究拠点として、原子・分子レベルにおける学理の深化及び異文化融合

を通じて新たな原子分子制御法の確立及びこれに基づく革新的な高度実用材料の創出を図り、もって我が
国の産業経済の持続的発展並びに当該学術分野における先端性及び優位性の維持及び進展に資する。

■ 情報シナジー機構
設置目的 本学全体の情報基盤整備等に係る企画立案、調整及び協議を行い、並びにその実施を担うとともに、情報シ

ステムに係る整備、運用、管理及び利用に関する調整を行い、並びに情報基盤に基づく各種のサービスを提
供するとともに情報セキュリティ対策の推進に必要な措置を講ずることにより、本学の情報化の推進を図る。

■ 総合技術部
設置目的 技術職員（専ら教育研究の支援に従事する者に限る。）の能力等の向上を図り、及び適正な配置を実現する

ことにより、本学の教育研究に関する技術的支援を行い、もって本学における教育研究支援体制の一層の
充実に資する。

■ 附属図書館
所蔵冊数� （2011年3月31日現在）

区　分 種　別 本　館 医学分館 北青葉山分館 工学分館 農学分館 計

蔵書冊数

図　書
和漢書 1,479,813 173,358 78,603 168,396 77,059 1,977,229
洋書 1,132,335 258,357 300,294 178,942 61,907 1,931,835
計 2,612,148 431,715 378,897 347,338 138,966 3,909,064

雑　誌
和雑誌 25,295 4,763 2,216 3,778 3,847 39,899
洋雑誌 16,863 9,003 7,105 4,123 1,893 38,987
計 42,158 13,766 9,321 7,901 5,740 78,886

利用状況� （2010年度）

区　分 本　館 医学分館 北青葉山分館 工学分館 農学分館 計
入館者 659,624 193,630 61,855 117,681 44,621 1,077,411
学外閲覧者 28,735 1,211 1,864 157 305 32,272
貸出図書 176,837 16,895 16,097 46,116 7,635 263,580
レファレンスサービス 8,652 3,714 2,912 4,707 1,785 21,770
情報検索サービス 16,235 7,914 1,310 2,118 803 28,380
文献複写 9,700 40,474 5,249 9,247 1,969 66,639

蔵書の特徴�

1．国宝 史　記　孝文本紀第十（平安時代）
類聚國史　巻第二十五（平安時代）

2．貴重本 和漢書820点（うち狩野文庫574点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計930点洋書110点

3．特殊文庫等

狩野文庫（前記の国宝2点を含む約108,000冊）、和算関係文庫、西蔵大蔵経（デルゲ版）、漱石文庫、阿部（次郎）文庫、晩翠文庫、
大類（伸）文庫、児島（喜久雄）文庫、石津（照璽）文庫、梅原（末治）文庫、矢島（玄亮）文庫、櫛田（民蔵）文庫、長谷田（泰三）文庫、
和田（佐一郎）文庫、須永（重光）文庫、木下（彰）文庫、高柳（真三）文庫、宮田（光雄）文庫、伊東（信雄）文庫、河野（与一）文庫、
中野（正）文庫、中村（吉治）文庫、平山（諦）文庫、松本（金寿）文庫、柳瀬（良幹）文庫、金谷（治）文庫、ヴント文庫（Wilhelm Wundt）、
ケーベル文庫（Raphael von Koeber）、シュタイン文庫（Friedrich Stein）、ゼッケル文庫（Emil Seckel）、
チーテルマン文庫（Ernst Zitelmann）、ヴュルフェル文庫（Georg Würfel）、秋田家史料、晴山文書、齋藤養之助家史料

}

■ マイクロシステム融合研究開発センター
設置目的 集積化マイクロシステムの研究開発拠点として、企業等との連携によりマイクロシステム融合技術の開発

を推進して半導体集積回路分野における我が国の国際的な競争力の強化に寄与するとともに、情報・通信、
製造、医療等の多様な分野において当該技術の実用化を図る。

■ 省エネルギー・スピントロニクス集積化システムセンター
設置目的 スピントロニクス素子と論理集積回路とを融合した革新的な省エネルギー論理集積回路を開発し、及びそ

の技術に係る産学連携拠点の構築を図ることにより、次世代半導体分野における我が国の国際的な競争力
の強化に寄与するとともに、低炭素・省エネルギー社会の実現に貢献する。


